
2021（令和３）年度 第 5回中村町内会防災委員会 議事録 

 

開催日時：令和 4年 1月 16 日（日） 14:30～16:00 

開催場所：中中村集会所 

出 席 者：松永（委員長）、永井、（中）、表谷、安達、（下）（以上委員）、 

町内会５役 宮﨑（会長）、岡田（副会長）、佐藤（会計）國本（庶務） 

山浦（上自治会長）、春山（中自治会長）、鈴木（下自治会長）：敬称略 

司会：安達                           記録：國本 

１．はじめに 

 感染拡大の状況もあるので、時間厳守で会議を行いたいと思います。 

２．前回の経緯 

議事録内容読み合わせ確認。 

  マニュアル整備について、消火栓と消火器の配置図が消防団から送られてきた。 

３．協議内容 

(１)検討事項 

①防災マニュアル（第一版・会員向け配布 12 月 19日）の配布について 

・会員からの意見等確認。 

→ 上・中・下ともに配布後、特にご意見は寄せられていない。 

・次年度以降、カラー版製作に市の補助金を利用することを考えたい。 

 

②防災積立金執行計画について （現状と検討すべき課題） 

・長期：防災倉庫 30 万円 X3自治会=90万円  

 下中村は新規購入により支払い済み。 

上中村・中中村は、倉庫整備費用が発生した際に支払いとなる。 

     

・中期：防災用テント等 

防災用テント 5万円 X3自治会＝15万円 （次年度） 

ディスクグラインダー 3,000円 X3自治会＝9,000円 （次年度） 

発電機 （各自治会分は準備済で対策本部用の 900Wのものがすでにある） 

 脚立等 

 100万の予算の内 50 万円程度を留保としておきたい。 

 

・短期：緊急用飲食料等 

500㏄飲料水・非常食（カロリーメイト） → 300円 X800＝24万円 

安否確認タオル （配布済）   → 67,750円 

 防災ベスト （配布済）    → 20,850円 

 100万の予算の内 50 万円程度を留保としておきたい。 

 備蓄入れ替えには、市の防災予算（89,000円）の活用や、会費からの防災費徴収金 

を充当していくことも今後考えたい。 

 その他、ヘルメット、軍手、ロープ、投光器、担架、折り畳みリヤカー 



ハンドマイク、ブルーシート、毛布、薪かまど、タンク入り飲料水 

簡易トイレ、非常用オムツ、救出用ゴムボート、非常用燃料等も準備していきたい。 

 

○各種意見・情報共有等 

・倉庫の広さを先に確認して、調達する資材を選択すべきだと思う。 

 → 下中村で新規の倉庫を設置したので、どれだけ収納できるか確認する。 

（1月 18 日追記） → 1 月 23 日 10 時～下中村倉庫を開けて資材を搬入 

する。防災荷車とポンプを入れてみてどれくらい余裕があるか確認。 

・倉庫に収納する際に置き方を工夫しないと奥のものが出せなくなる。 

 管理者も決めておく必要がある。 

    ・今ある資材で訓練してみれば、追加で必要な資材が見えてくるのではないか。 

専門家の意見を聞くことも重要ではないか。 

 ・市の補助金を食料・飲料に補助金を充当することは妥当。 

・防災訓練するときに市に申し込むと、訓練用に必要資材の配給がある。 

 ・賞味期限のあるものは、入れ替え後の処理法が課題。 

  → 訓練参加者に配ることで会員の理解は得られると思う。 

 ・防災ベストを町会役員・防災委員の他、班長さんにも配布する事も考えたい。 

  → 50着くらい追加発注が必要。(役員同様に班長交代時に持ち回りとする) 

 ・防災本部の場所も借地契約の期限等から、中中村集会所以外の可能性も考える必 

要はないだろうか。 

・独自の炊事設備の必要性はあるか。 

→ 市が運営する避難所で足りなくなる可能性もある。 

薪用の竈や LPガスコンロとボンベは必要性か。 

・発電機は、携帯電話の充電対応ができるものが良い。 

    ・次回委員会前に下中村の新設の防災倉庫を防災委員が確認する。 

14時 30分に現地集合。 

 

  ③今後に向けて  

（１）今年度について 

  ・今後の日程 

   実際の活動に合わせ、マニュアル配布日程など修正した。 

   マニュアルは来年度補助金等を使用してカラー版を作成したい。 

   予算関係は、長期、中期、短期について検討を行ってきたが、資材購入は倉庫 

を確認してから検討したい。 

  ・総会対応 

   3月 27日が総会日程なので、2月 6日の委員会でまとめの案を提案するので、 

議論したい。 

 

（２）次年度に向けて（案） 

 次回委員会時に内容を検討する。 



① 年度初め（5月 15日）     全体会（班長以上） →（防災組織化） 

② 定例防災訓練（8月 28日）    一区合同訓練（会員）→（防災啓発化） 

③ 町内会防災訓練（11月 13日） 実践防災訓練（会員）→（防災実践化） 

     

 

④その他 

・総会対応 

 

（２）運営方針確認（委員会を開催するにあたって） 

① 各自治会から 1名以上の出席。 

      最低 1名以上の参加ができるようにしたい。 

② 委員会は最大 2時間以内（※今年度も → 1時間 30分以内としたい） 

③ 必要に応じて小委員会設置も検討する。 

④ 委員会協議内容の公開化 ← 議事録作成し公開する。 

 

（３）今後の日程（各月 1回） 

  次回委員会（第 6回） 2月 6日（日）15：00～ 中中村集会所 

   最終回（第 7回）   3月 6日（日）14：00～ 中中村集会所 

 

４．終わりに 

  次年度の運営について、今年度の流れを継承するために今年度の委員の方は、次年度 

もご協力頂きたい。 

今後、実効性のある組織とするために、防災委員の任命の仕方についての議論も必要 

ではないだろうか。 

   

 

 

以 上 


